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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　10月　24日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　福田　恵子　　　記録者　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　利男様～足背に浮腫あります。主治医指示にて胸部レントゲン施行しています。尿量も
　　　　　　　　　少なくはないので下肢挙上にて様子観察との指示あります。足背に傷をつけないように移乗介助等行い、適宜下肢挙上にて浮腫の状態観察を行いましょう。


・松田　信夫様～御家族来院しインフルエンザ予防接種承諾受け、金額3150円にて施行します。

現保護者が死亡したことにより、下平SWと面談し、保護者を弟嫁様に変更と

なりました。
・山内　公博様～全身の湿疹悪化の為、北村皮膚科受診しています。診断しかねるとのことで来週
　　　　　　　　再受診します。消炎剤2種（内服薬）・副腎皮質ホルモン剤（軟膏）が処方となっています。内服薬に食前があるので間違えないように投与してください。疥癬では


　　　　　　　ないとのお返事でしたので、夕よりレストランで食事して頂きましょう。皮膚状態
　　　　　　　　掻痒感・湿疹の悪化の有無を観察していきましょう。シャワー浴のみとの指示あります。


・慶長　節子様～10/25　9：30から介護認定調査があります。下平SWは参加できないとのことで
　　　　　　　　市役所職員・御家族・ご本人・スタッフで行いますので、当日つくスタッフは情報収集し情報提供して下さい。終了後下平SWへ情報提供して下さい。
　　　　　　　　
・中村　治彦様～現在、テープ型オムツとパット使用していますが、頻回にオムツいじりあります。そこで、リハビリパンツとパットを使用し行なっていきたいと思います。使用し意見がありましたら適宜情報提供お願いします。
＜褥瘡状態報告＞
・久慈　脩様～臀部改善傾向です。悪化させないように、適宜体位交換・栄養状態・皮膚状態の観察

をしていきましょう。現在点滴施行中であり、尿量も増えてますので臀部の清潔も保
　　　　　　　持していきましょう。
・橋本　万様～臀部改善傾向です。悪化させないように、適宜体位交換・栄養状態・皮膚状態を観察
　　　　　　　しましょう。車椅子で過ごす事多いので時折プッシュアップしていきましょう。
・松浦　佐恵子様～踵部改善傾向ですが、浸出液は見られています。引き続き、アズクロとラップ
　　　　　　　　　処置を施行していきましょう。踵部を圧迫させないように、褥瘡用具を使用して
　　　　　　　　　下肢挙上しましょう。
・中村　治彦様～患側の左第1指付け根に表皮剥離見られます。アズクロとラップ処置を施行し、
　　　　　　　　手と胸部があたり、悪化する可能性がある為、褥瘡用具等を使用し圧迫除去ましょう。
・柿田　隆三様～下肢硬縮あり、膝と膝が擦れて褥瘡の可能性がある方です。摩擦を防ぐ為褥瘡用具等を使用し圧迫除去ましょう。
＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・竹内　セツ様～計算ドリル継続して実施しています。また、プログラムにも声がけで参加できており安定しています。他者との会話も適度にみられることあり表情穏やかです。計算ドリル実施が日課となっている様子ですので継続して行っていきます。

・住吉　鉄男様～自ら書き取りを行っています。退院についての訴えは少なく、比較的落ち着いています。レクリエーションなど見学多いですが、最後まで見学し笑顔みられます。書き取りへ取り組んでいることなど評価し、意欲を継続していけるように介入していきましょう。

・木ノ下ツヨ様～肩の運動行っています。肩の痛みはまだあると話していますが、運動による痛みはないと話しています。（おもりを持って前後に振る運動を休みながら5分程度）継続して行っていきます。

・中村　治彦様～個別で計算を行っています。書くことはできないため、計算カードをみせて答えて頂いています。20問行っていますが、時々間違うことあります。言葉が聞き取りにくいですが、何とか答えようとしています。しばらく個別で行っていき、様子観察していきます。

・坪　邦俊　様～ひらがなの単語の音読行っています。以前より読み間違いは少なくなり、落ち着いて行えています。また、左眼を閉じていることあり違和感ある様子みられ、プログラムでは目を休ませるように介入しています。

・慶長　節子様～10/19東病棟から転入しています。表情硬くホールで立っていますが、声がけに顔をそむけています。プログラムにも全く興味示さず、視線を向けることもみられません。危険な行為がないように見守り、様子観察しています。声がけは継続して行っていきましょう。

＜連絡事項＞

・プログラム開始前に当日のプログラムミーティング行っています。9：20頃にOTが各ユニットに行きますので、当日のプログラム実施担当スタッフは、プログラム内容の確認をお願いします。

・２FのプログラムはＤホールで実施してはどうかと思います。（Ｄスタッフオフィス前は通路が狭くなり、転倒の要因になる危険があるため。）プログラム実施する際には、徘徊患者様の所在確認や転倒に注意して行っていきましょう。







